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野々市市長選挙　粟市長が再選
提案型協働事業の成果発表会
［トピックス］天皇、皇后両陛下が県立明和特別支援学校へ

朝日のなか、輝く野々市人
ののいちびと
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４
月
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て
無
投
票
当
選
と
な
り
、
町
長
時
代
か
ら
３
期
目
と
な
り

ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
負
託
に
よ
り
市
政
の
か
じ
取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
４
年
間
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
更
な
る
市
の
発
展
に
つ
く
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

従
来
か
ら
の
行
政
側
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
そ
こ
に
住
ま
わ
れ
る
方
の
思
い
や
利
便

性
が
そ
こ
な
わ
れ
、誇
り
や
愛
着
が
希
薄
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
で
何
よ
り
大
切
な
こ
と
は
、
こ
こ
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
こ
と
、
自
信

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
提
案
型
協
働
事
業
を
は
じ
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
運
営
、
町
内
会
や
各
種
団

体
の
活
動
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
関
わ
る
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
て
き
て
い
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
難
し
く
考
え
ず
に
、
や
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
、
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と

に
少
し
勇
気
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
市
民
協
働
の
前
進
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、今
後
も
引
き
続
き
「
市
政
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
な
ど
で
直
接
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
お
会
い
し
、
お
話
し
を
伺
う
機
会
を
得
る
所
存
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
、
舞
台
づ
く
り
に
努
め
「
野の

の々

市い
ち
人び
と
」
が
輝
く
、
住
み
よ
い
ま
ち
、
元
気
な
ま
ち
野
々
市
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４月27日㈪、当選証書付与式の様子（情報交流館カメリアにて）

野
々
市
市
長
選
挙

無
投
票
当
選

　
任
期
満
了
に
伴
う
野
々
市
市
長
選
挙
が
、
４
月
19
日
㈰
に

告
示
さ
れ
ま
し
た
。
立
候
補
届
出
は
、
現
職
の
粟
貴
章
氏
の

み
で
、
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。
27
日
㈪
に
は
当
選
証

書
付
与
式
が
行
わ
れ
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
の
宮
森
紀き

好よ
し
委

員
長
か
ら
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
証
書
を
受
け
取
っ
た
粟
市
長
は
「
無
投
票
と
い
う
の
は
誠

に
栄
誉
な
こ
と
。
選
挙
以
上
に
市
民
の
期
待
や
負
託
の
大
き

さ
、
そ
し
て
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
市

民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
、
市
民
、
議
会
と
連
携
し
、
幸

せ
が
実
感
で
き
る
野
々
市
市
づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り

ま
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
粟
市
長
の
新

任
期
は
６
月
10

日
㈬
か
ら
、
平

成
31
年
6
月
9

日
ま
で
の
4
年

間
で
す
。
町
長

時
代
か
ら
通
算

す
る
と
、
３
期

目
と
な
り
ま

す
。

　
式
後
は
テ
レ

ビ
局
や
新
聞

社
な
ど
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
応

じ
、
改
め
て
決

意
を
述
べ
ま
し

た
。

声を聴く、ともに考える ～市政ふれあいミーティング

　市民の皆さんが市政に関して知りたいことや、
市の施策に関するテーマに対して、市長および市
部課長が町内会や団体の会合に出向き説明します。
あわせて、参加した市民の皆さんから今後のまち
づくりについて意見や要望を聞き、市側出席者と
意見交換を行います。
　この事業を通して市民の皆さんとより近い距離
で話し合い、協働のまちづくりを進めていきます。

■対象
　市内の町内会および団体
　合同で開催も可、参加者は18歳以上の市民

■開催時間
　原則、平日の19時から21時30分の間

■会場
　会場は町内会または団体で用意してください。
　当日の会場設営、受付などもお願いします。

■申し込み・問い合わせ
　秘書広報課　☎227－6056

※写真は昨年のものです

再  選
野々市市長　粟

あ わ

 貴
た か あ き

章

３
期
目
の
決
意

～
市
民
が
輝
く
ま
ち
を
め
ざ
し
て
～

野
々
市
市
長

　
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
野
々
市
市
は
、
粟
市
長
と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
歩
ん
で
い
く

の
で
し
ょ
う
か
？
３
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
、
市
長
の
想
い
を
聞
き
ま
し
た
。
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提
案
型
協
働
事
業

市
民
の
皆
さ
ん
と一緒
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
。

昨
年
度
に
実
施
し
た
事
業
の
成
果
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

提
案
型
協
働
事
業
の
成
果
発
表
会
が
４
月
29
日（
水
・
祝
）

に
情
報
交
流
館
カ
メ
リ
ア
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
提
案

型
協
働
事
業
と
は
、
地
域
課
題
や
行
政
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
市
民
団
体
や
、

町
内
会
な
ど
の
地
縁
団
体
な
ど
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
り
、
市

民
と
行
政
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
事
業
で

す
。

　
市
で
は
昨
年
６
月
に
提
案
を
募
集
し
、
７
月
に
公
開
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。
５
つ
の
団
体
が
ア
イ
デ
ア
を
提

案
し
た
結
果
、
す
べ
て
の
事
業
が
採
択
さ
れ
、
昨
年
度
末
ま

で
、
団
体
と
市
が
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。成

果
発
表
会
で
は
、
１
団
体
15
分
の
持
ち
時
間
の
中
で

発
表
・
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
を
進
め
た
中
で
「
や
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
た
こ
と
、

立
ち
は
だ
か
っ
た
壁
、
今
後
の
課
題
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し

た
。
六む
い
か日
町ま
ち
か
ふ
ぇ
を
運
営
す
る
田
中
さ
ん
は
「
北
陸
新
幹

線
で
来
た
観
光
客
か
ら
『
金
沢
い
っ
ぱ
い
や
し
、
他
ど
こ
か

な
い
？
』
と
い
う
声
が
あ
り
、
観
光
案
内
所
と
し
て
も
や
っ

て
い
く
べ
き
で
は
と
感
じ
た
」
と
報
告
し
ま
し
た
。
つ
ば
き

保
育
園
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
活
用
事
業
に
取
り
組
ん
だ
荒
舘
さ
ん

は
「
情
報
を
共
有
し
、
待
つ
の
で
は
な
く
動
き
働
き
か
け
る

当
事
者
と
し
て
の
支
援
の
形
が
、
今
の
野
々
市
市
に
は
と
て

も
必
要
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

審
査
委
員
長
の
安
嶋
是ゆ
き
晴は
る
氏
（
金
沢
大
学
助
教
）
は
「
今

年
度
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
場
）
を
つ
く
り
、
そ
こ
で

学
ぶ
・
絆
を
つ
く
る
事
業
が
中
心
で
、
そ
の
成
果
か
ら
昨
年

度
に
比
べ
協
働
の
深
化
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
市
民
協
働
と
い
う
の
は
目
に
は
見
え
に
く
い
。
だ
か
ら
こ

そ
積
極
的
に
情
報
発
信
を
行
い
、
さ
ら
な
る
市
民
の
盛
り
上

が
り
を
大
切
に
し
た
い
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

まちづくりに
参加して、
今思うこと

お知らせ　まちづくり企画募集！

★�市民提案型協働事業…自由な発想を活かしたまちづくり
の企画に対する事業（３事業程度）
★�行政提案型協働事業…市が設定するテーマに対する事業
（２事業程度）
【対象となる事業】
・�公益的、社会貢献的内容となる広く公共の利益を考慮し
た事業であり、提案団体と市が協働で取り組むことに
よって地域の課題や社会的課題の解決が図られるもの
・平成28年３月 31日までに事業が完了するもの
【対象】
　主に市内を活動の場とする団体（NPO、ボランティア団
体、町内会などの地縁団体など。法人格の有無は問わない）
で、要件のすべてを満たす団体。
【申請方法】
　申込書に必要事項を記入し、窓口持参、郵送または
FAX、電子メールで市民協働課まで提出。（様式は、市民
協働課窓口、市HP からダウンロード可。）

【補助金】

補助金額　20万円以下（限度額）
　　　　　※５万円～20万円の範囲

　事業完了後、実績報告書や収支状況を記載した収支精算
書を提出してもらいます。
【審査方法と審査基準】
　審査は、学識経験者、市民協働のまちづくり市民会議委
員、市職員などによる審査委員会で行います。
◆１次審査：書類選考（７月中旬）
◆２次審査：公開プレゼンテーション（提案発表）
　（７月18日㈯午前10時開催予定）
※公益性、実現性、発展性、創造性、協働性、費用対効果
の６項目で審査。
【申込期限】７月８日㈬
【成果発表会】平成28年２月予定
【問い合わせ】市民協働課　☎227－ 6029

　北国街道の魅力を、市内小学
生や野々市明倫高校の生徒に
ジュニアボランティアガイドと
して案内してもらいました。今
回は布市神社、喜多記念館、郷
土資料館の 3カ所だけでした
が、大人とは違った新しい魅力
を引き出してもらいました。

野々市魅力発見
発信隊の皆さん

　子ども目線で伝える北国街道の魅力

　妊娠・出産後・子育て中で「誰
かに聞いてみたいな」「最近困っ
ているんだよね」などの話をお
茶を飲みながらみんなでシェア
しました。毎回助産師や保育士
への相談も。今後もいろんな家
族に利用してもらえる場所をつ
くっていきたいです。

☆ Mady’s Land ☆
荒
あら

舘
だち

 麻由子さん

　HAPPY ♡子育てひろば
　 in つばき保育園

　街路灯などの現況を把握す
るWEBアプリの開発と、市民
への事業啓発を行いました。継
続して町内会などと協力し、灯
りのデータ収集と地域の評価を
行っていきます。“街路灯でま
ちの魅力づくり”ができればい
いですね。

カメリア・パルの会
ののいちコンテンツ部会
多田 富

と
喜
き

男
お

さん

　まちの灯りを見てみよう！

　昨今、外国人住民および外国
人観光客が急増しています。国
際交流という特別なものではな
く、これからは共に暮らす時代
になってきました。地域で気軽
に文化や習慣、言語の違いを相
互理解する場所を企画していき
ます。

NPO 法人 Y
ゆ う あ い
OU-I

山田 和夫さん

　「日本語が通じる世界の旅 IN ののいち」
　～在住外国人から異文化を学ぼう～

　旧北国街道沿いにある市郷土
資料館内で、土日のみ茶房を営
業しています。通りのにぎわい
を夢見て、趣ある館内でゆっく
りお茶するもよし、館内見学し
たりコンサートや各イベントを
楽しむこともできます。「六日
町」とは、現本町３丁目地内の
旧町名です。

野々市宿  六日町の会
田中 陽子さん

　六日町かふぇ

今年度も提案型協働事業を募集します。
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％は予算額の構成比 現計予算額 支出済額

民 生 費

土 木 費

教 育 費

公 債 費

総 務 費

衛 生 費

消 防 費

そ の 他

74億3276万1千円40.8%

62億1345万4千円

25億3594万8千円13.9%

17億7496万7千円

24億7849万7千円13.6%

21億4312万2千円

17億4256万3千円9.6%

17億3336万6千円

14億2026万5千円7.8%

11億2888万9千円

11億3179万　  円6.2%

10億5605万7千円

10億3842万　  円5.7%

10億  596万8千円

4億5448万5千円2.4%

3億5360万3千円

一般会計　支　出

◆その他の内訳◆（　）内は、支出済額

商工費	 1億8707万4千円	 （1億1636万3千円）

議会費	 1億7171万1千円	 （1億6912万5千円）

農林水産業費	 6001万3千円	 （4523万3千円）

労働費	 2568万4千円	 （2288万2千円）

予備費	 1000万  　円	 （0円）

災害復旧費	 2千円	 （0円）

諸支出金	 1千円	 （0円）

企　業　会　計

水道事業会計 現計予算額 調定済額 支出発生額

収 益 的 収 入 8 億 8200 万円 8 億 2753 万 7 千円

収 益 的 支 出 7 億 5753 万円 7 億 1944 万 1 千円

資 本 的 収 入 2 億 1900 万円 1 億 9261 万 6 千円

資 本 的 支 出 5 億 1000 万円 4 億 2755 万 6 千円

※�資本的収入額が、資本的支出額に対して不足する額2億 3494万円は、過年
度分損益勘定留保資金2億 608万円、当年度分損益勘定留保資金968万 9
千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的調整額1917万 1千円で補塡し
ました。

％は予算額の構成比

市 　 税

国庫支出金

市 　 債

地方交付税

県 支 出 金

地方消費税交付金

繰 入 金

そ の 他

37.9%

17.5%

14.3%

9.3%

7.5%

3.3%

3.0%

7.2%

69億1587万  　円

72億8714万  　円

31億8518万  　円

29億6364万7千円

26億  584万7千円

3億2840万  　円

16億8556万  　円

17億5714万3千円

13億6171万6千円

7億8741万4千円

6億  914万9千円

6億  914万9千円

5億4720万4千円

0円

13億2420万3千円

14億  826万5千円

現計予算額 収入済額

市の財政事情
一般会計　収　入

◆その他の内訳◆（　）内は、収入済額
分担金及び負担金	 5億 3390万 5千円	（5億 3513万 3千円）
繰越金	 3億 2998万 9千円	（3億 2998万 8千円）
諸収入	 1億 5390万       円	（1億 7525万 1千円）
地方譲与税	 1億 2600万       円	（1億 2463万 7千円）
使用料及び手数料	 7879万       円	 （8540万 2千円）
財産収入	 3547万 9千円	 （3464万 8千円）
利子割等交付金	 3100万       円	 （9054万 7千円）
自動車取得税交付金	 2200万       円	 （1962万 4千円）
交通安全対策特別交付金	 1050万       円	 （953万       円）
寄附金	 264万       円	 （350万 5千円）

軽自動車税
1,745円
（1,740円）

固定資産税
59,309円
（61,753円）

市民税
57,755円
（61,935円）

市たばこ税
10,113円

（10,836円）

都市計画税
6,272円
（6,514円）

特　別　会　計

会計名 現計予算額 収入済額 支出済額

国民健康保険特別会計 44 億 8711 万 1 千円 39 億 1814 万 1 千円 42 億   542 万 8 千円

後期高齢者医療特別会計 3 億 9740 万 7 千円 3 億 7766 万 9 千円 3 億 6165 万       円

介護保険特別会計 24 億 2972 万 6 千円 20 億   827 万 7 千円 21 億 7094 万 4 千円

下水道事業特別会計 18 億 1390 万 3 千円 17 億 7354 万 5 千円 16 億 8806 万 3 千円

（注）　�下水道事業特別会計の現計予算額には、前年度からの繰越額 150万円が含
まれています。

　　　�下水道事業特別会計は、平成27年度より企業会計方式を採用することから、
平成27年 3月 31日をもって打ち切り決算としています。

■市債現在高
目的別区分 現在高

総　務　債 96億 7786万 9千円

教　育　債 39億 8819万 5千円

土　木　債 31億 4966万 6千円

消　防　債 13億 1507万 7千円

民　生　債 8億 129万 1千円

公営住宅債 4億 6520万 　　円

農林水産債 1億 9149万 5千円

衛　生　債 　 1225万 4千円

合　  　計 196億 104万 7千円

区分 現計予算額
市民一人当たりの額
平成26年度
3月末現在

平成25年度
決算額

固定資産税 30億 3395万　　円 59,309円 61,753円

市　民　税 29億 5448万 6千円 57,755円 61,935円

市たばこ税 5億 1732万 3千円 10,113円 10,836円

都市計画税 3億 2085万 9千円 6,272円 6,514円

軽自動車税 8925万 2千円 1,745円 1,740円

合　  　計 69億 1587万　　円 135,194円 142,778円

■市民一人当たりの市税負担
� （現計予算）

市税　　　69億1587万　　円

（72億1584万3千円）

　市民一人当たり　13万5194円

（14万2778円）

	 　（　　）内は平成25年度決算額

平成27年3月末人口　5万1155人 

（平成26年3月末人口　5万　539人）

平成26年度各会計予算の収入支出の状況（平成27年３月末現在）

一般会計　現計予算額　　182億3472万9千円（市民一人当たり　35万6460円）
一般会計　収入済額　　　151億4115万8千円（収入割合　83.0％）
一般会計　支出済額　　　154億  942万6千円（支出割合　84.5％）
現計予算額は、3月補正後の予算額です。予算額には、前年度からの繰越額10億5745万円が含まれています。

■平成27年3月現在（3月補正後）の
� 現計予算額

　平成27年3月現在（3月補正後）の一
般会計予算額は、地方創生関連予算や、
軽費老人ホーム石川県百々鶴荘のスプリ
ンクラー設備にかかる補助金などの追加
補正により、当初予算から3億5727万9
千円増の182億3472万9千円となってい
ます。

■主な財政用語

一般会計
　福祉・教育・土木などの市の基本的な
事業を実施するための会計です。

特別会計
　特定の事業を実施するための独立した
会計です。

企業会計
　サービスを受けた人からの料金収入で事
業を実施することを原則とした会計です。

地方交付税
　国から市へ交付される収入の一つで、
国の税（所得税、法人税、酒税、消費税、
たばこ税）の一部が、一定の基準に基づ
き交付されます。

市　　債
　長期間にわたり利用される公共施設や
道路、公園などの整備に充てるための市
の借入金のことです。

地方消費税交付金
　一般に消費税と呼ばれている税（税率
８％）は、国の収入となる消費税（6.3％）
と地方の収入となる地方消費税（1.7％）
とを合計したものです。地方消費税交付
金とは、この地方消費税の半分が人口（国
勢調査）や従業者数（経済センサス）に
応じて市町村に交付されるものです。

公 債 費
　市債の元金返済と、市債や一時的に借
り入れた資金の利子のことです。
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１
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
月
分
入
札

■�

北
西
部
公
園
整
備
事
業　
ス
テ
ー
ジ
築

造
工
事　
第
２
工
区

予
定
価
格　
1
９
２
０
万
２
４
０
０
円

落
札
価
格　
１
８
９
０
万
円

落
札
者　
㈱
河
合
組

■
北
西
部
公
園
整
備
事
業　
舗
装
工
事　

　
第
２
工
区

予
定
価
格　
１
４
４
１
万
８
千
円

落
札
価
格　
1
３
６
０
万
８
千
円

落
札
者　
協
和
道
路
㈱

■
北
西
部
公
園
整
備
事
業　
舗
装
工
事　

　
第
３
工
区

予
定
価
格　
1
４
９
６
万
８
８
０
０
円

落
札
価
格　
１
４
０
４
万
円

落
札
者　
沢
田
工
業
㈱

■
北
西
部
公
園
整
備
事
業　
舗
装
工
事　

　
第
４
工
区

予
定
価
格　
１
４
９
４
万
７
２
０
０
円

落
札
価
格　
１
３
９
８
万
６
千
円

落
札
者　
三
友
工
業
㈱

5
月
分
入
札

■
27
─
２　
南
部
浄
水
場
自
家
発
電
設
備

更
新
工
事

予
定
価
格　
７
５
１
６
万
８
千
円

落
札
価
格　
５
７
０
４
万
５
６
０
０
円

落
札
者　
㈱
柿
本
商
会

入
札
結
果

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
社
会
福
祉
協
議
会
基
金
へ

▽
直
喜　
節
子
様
か
ら�

8
千
円

▽
匿
名
の
方�

９
９
９
５
円

▽
匿
名
の
方�

２
千
円

ご 

寄 

附

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲中田　紘

ひろ
治
はる
　氏（新庄３）

石川県警察警視などを歴任し、県内の治
安維持に貢献される。

瑞
宝
双
光
章

春の叙勲・褒章受章者
　公共に対する功労、社会の各分野における優れた行いを表彰することを目的として、原則年
２回、春は４月29日、秋は11月３日に春秋叙勲および褒章が授与されます。また、著しく
危険性の高い業務に精励した方を対象として、危険業務従事者叙勲が同日付けで授与されます。
　春の叙勲・褒賞では、市内から2人が受章されました。おめでとうございます。

齋藤　嘉
よし
樹
たつ
　氏（新庄５）

石川県警察警視などを歴任し、県内の治
安維持に貢献される。

瑞
宝
双
光
章

◆
野
々
市
市
商
工
会
会
長 

魚
住　
正
栄
氏

　

一
般
寄
付
と
し
て
金
員
を
寄
附
さ
れ
、

地
域
の
振
興
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

た
。

◆
長
谷
川　
芳
彦
氏

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
21
年
間
、

市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。

◆
蒲　
博
幸
氏

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
５
年
間
、

市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。

市 

感 

謝 

状

　
村
上
維
喜
氏
（
新
庄
５
）
よ
り
、

教
育
行
政
の
振
興
と
し
て
小
型
除

雪
機
１
台
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

除雪機の寄附

健
診
を
受
け
て
体
の
な
か
を

第
３
の
脂
肪
と
は
？

　
人
は
食
べ
物
か
ら
得
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

消
費
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
消
費
さ
れ

ず
に
余
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
脂
肪
と
し

て
皮
下
脂
肪
に
蓄
え
ら
れ
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
皮
下
脂
肪
の
細
胞
は
伸

縮
自
在
の
貯
蔵
タ
ン
ク
の
よ
う
な
も
の

で
、
新
た
な
脂
肪
を
蓄
え
る
と
大
き
く
膨

ら
み
ま
す
。
皮
下
脂
肪
に
収
容
で
き
な

か
っ
た
脂
肪
が
内
臓
脂
肪
と
し
て
過
剰
に

蓄
え
ら
れ
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を

お
よ
ぼ
す
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

健 康 通 信

問い合わせ
◆健康推進課
☎248−3511

や
せ
て
い
る
の
に
メ
タ
ボ
？

 　
「
第
３
の
脂
肪
」
の
存
在

て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
近
年
、
皮
下
脂

肪
・
内
臓
脂
肪
に
も
蓄
え

き
れ
な
か
っ
た
脂
肪
が
、

「
第
３
の
脂
肪
」
と
し
て

心
臓
や
肝
臓
、
筋
肉
の
細

胞
な
ど
に
溜
ま
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
「
第
３
の
脂
肪
」
と
は
、

一
体
ど
ん
な
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
？

「
や
せ
て
い
る
か
ら
安
心
」は
本
当
？

　
脂
肪
の
貯
蔵
タ
ン
ク
と
な
る
細
胞
の
数

に
は
個
人
差
が
あ
り
、
成
人
す
る
ま
で
に

ほ
ぼ
決
定
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

や
せ
て
い
る
人
は
貯
蔵
タ
ン
ク
の
数
が
も

と
も
と
少
な
く
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
脂
肪

を
た
め
込
め
な
い
の
で
、
余
っ
た
脂
肪
が

皮
下
脂
肪
や
内
臓
脂
肪
に
お
さ
ま
り
き
ら

ず
、
第
３
の
脂
肪
と
し
て
、
本
来
脂
肪
が

付
く
は
ず
の
な
い
場
所
に
溜
ま
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

　
た
と
え
ば
心
臓
に
脂
肪
が
付
く
と
、
心

臓
の
血
管
の
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
肝
臓
に
脂
肪

が
溜
ま
り
脂
肪
肝
と
な
っ
た
り
、
筋
肉
に

ま
で
付
く
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
健
康
障
害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
皮
下
脂
肪
と
は
違
い
、
見
た

目
に
は
表
れ
な
い
の
で
、
食
べ
て
も
太
ら

な
い
“
や
せ
の
大
食
い
”
だ
と
安
心
し
て

い
る
と
、
健
康
診
断
で
異
常
が
出
て
驚
く

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

　

見
た
目
に
は
表
れ
な
い
体
の
変
化
も
、

血
液
の
状
態
な
ど
を
総
合
的
に
み
る
こ
と

で
分
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
体
重
や
自
覚
症
状
に
変
わ
り
が
な
く
て

も
、
年
に
一
回
の
健
診
を
受
け
て
、
体
の

定
期
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

見
た
目
だ
け
で
は

分
か
ら
な
い
の
か
…

心　臓筋　肉

肝　臓

脂 肪
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豊富な経験をもとに社葬から小規模葬、

家族葬まであらゆるご葬儀に対応します。

野々市市矢作２丁目111番地  電話(076)294-4141

フューネラルホール

野々市

ＪＡ指定ホール

フューネラル倶楽部
会員募集中

『もしも』の時の安心と信頼

〒920ー0901 金沢市彦三町2ー1ー10 真和ビル３F
石川県民共済 検索●ホームページからはこちら

石川　　　　　　　　　生活協同組合
0120-63-5011

共済取扱団体
石川県認可

お問い合わせと資料のご請求は

掛金据え置きで
保障額アップ！
その他、事故による通院、不慮の事故や病気による死亡・
重度障害などの保障額もアップしました。

平成27年4月1日 制度改善 総合保障型

1日当たり　　 1日当たり
4,000円→4,500円

病気
入院

《18歳～60歳の保障額を抜粋》総合保障2型
月掛金2,000円

広
告
欄

　ふじひら児童館はこの 4 月で 6 年目を迎えまし
た。初年度より実施している行事として、乳幼児
親子対象では 「親子リトミック」「ぴよぴよランド」
などがあります。親子リトミックでは音楽に合わ
せて手をつないだり抱っこしたりとふれあい、集
会室の中はいつも笑顔であふれています。「ぴよぴ
よランド」では、季節に合わせてこいのぼりやゆ
きだるまなどを制作します。どちらも月２回の活
動なので参加した人は皆さん顔見知りの友達にな
れます。その後はママや友達も一緒に「いどばた
ランチ」。嫌いなものも友達が食べていると、私も
…食べてみようかなという気持ちになるようです。

　午後になると、小学生たちで児童館は大賑わい。
大縄跳びにフラフープととても楽しそうです。4 月
には入学進級お祝い会、5 月には母の日プレゼント
作りと、たくさんの児童が参加しています。6 月か
らも楽しい行事を次々と企画していますので、ど
んどん参加してもらいたいと考えています。
　中学生や高校生は部活などが忙しくなかなか来
館はできませんが、時間ができると近況を話しに
遊びに来てくれるのが、職員にとっては嬉しいこ
とです。ここは、子どもたちがいつでも時間がで
きたら遊びに立ち寄る、そんな児童館です。

野々市検定
新しい発見があるかも！？野々市のことをどれくらい知っていますか？

正解は

ページ
Dreamsぼくの夢、わたしの夢

サ
メ
の
は
か
せ
に
な
り
た
い

玉
寄 

陽
仁
く
ん 

富
陽
小
学
校
２
年
生

英
語
の
先
生
に
な
り
た
い

村
上 

詩
音
さ
ん 

御
園
小
学
校
５
年
生

「乳幼児から
高校生まで！！」

ふじひら児童館

51 14

かがやく瞳

Topicsトピックス

Book Review
おすすめの本

図書館お役立ち情報：紙芝居の舞台を貸し出ししています。ボランティアの人がすてきなカバーを作ってくれました。

● 子ども向け ● 大人向け

グニャグニャのたこ、つぶぞろいの豆、
冷たいソフトクリームに、おふとんをか
けてあげたらどうなるかな？想像がふく
らむ乳幼児向け絵本。

おふとん　かけたら
かがくい　ひろし／作
ブロンズ新社

聞いて学べというけれど、一体どうやっ
て？実はみんなが最初に迷うこと。聞くべ
きポイントを見つける意識の持ち方、学ぶ
者の姿勢、上手に教わるテクニックを伝授。
先輩たちは教えたがっている !!

仕事は聞け！
デキる人は教わり上手
水上　浩一／著　アスカ・エフ・プロダクツ

● 今月の展示図書
『ターシャ・デューダー誕生 100 年』
をテーマに、図書や絵本を集め、展
示します。展示期間中は貸出できま
せんので、予約をお願いします。

● 今月のおはなし会
と　き：6 月 13 日㈯、27 日㈯
	 午前 11 時から
場　所：図書館１階　
	 児童図書コーナー

0、1、2 歳児のための
おはなし会

６月 18 日（木）
午前 11 時から

野々市市立図書館	 〒 921-8815　野々市市本町 2 丁目 14 番 6 号 
		  ☎ 248-8099
		  開館時間　10： 00 〜 19： 00（土日は 17： 00 まで）
		  休館日　毎週月・祝日

綾小路きみまろ
爆笑スーパーライブ in 白山 

白山市松任文化会館 
076-276-5611

7月7日（火）
【会場】
白山市松任文化会館
【料金：全席S席指定】
5,500 円（税込）
※18 歳未満入場不可。

（13:00開場 ）14:00 開演

お申込み・お問合せ

白山市鶴来総合文化会館 

076-273-8700 好評発売中！

問い合わせ

広告募集中
１　枠：5.6㎝×5.6㎝
掲 載 料 ：月額２万円（税込）
※６カ月連続掲載で10万円

（１カ月無料）
入稿方法：完成原稿
問い合わせ
秘書広報課（☎227−6056）

第
１
問

第
２
問

第
３
問

市民と行政が一緒にまちづくりに取り組む提案型協働事
業。平成 26 年度に実施した団体はいくつ？
Ａ　３つ　　　　Ｂ　４つ
Ｃ　５つ　　　　D　６つ

今年 10 月１日に実施される国勢調査。今回から新たに導
入する調査方法は？
Ａ　郵送　　　Ｂ　インターネットによるオンライン回答
Ｃ　ＦＡＸ　　Ｄ　地デジデータ放送による回答

５月 13 日㈬に、市と新たに包括連携協定を結んだ大学は
次のうちどれ？
Ａ　北陸先端科学技術大学院大学　　Ｂ　金沢大学
Ｃ　金沢工業大学　　　　　　　　　Ｄ　石川県立大学広報写真アルバム

2次元バーコード

天皇、皇后両陛下が県立明和特別支援学校へ
　５月 16日㈯、天皇、皇后両陛下が第 66
回全国植樹祭に出席するため 19 年ぶりに
来県され、県立明和特別支援学校（中林４）
を訪問されました。両陛下は、企業への就
職を目指す高等部生徒による販売・接客の
マナー学習と、和太鼓部の活動を見学され、
生徒一人一人に声を掛けられました。
　マナー学習でめいわ市の商品を実演販売
する生徒に両陛下は「どれがおすすめです
か」と声を掛けられ、急きょ予定外のお買
い物がスタート。購入されたもののうち２
種類のマフィンを半分ずつにして、翌日の
朝食にされたとのことです。
　和太鼓演奏では、皇后陛下が聴覚障害の
ある生徒に手話を交えて「お会いできて
うれしいです」「素晴らしい太鼓をありが
とう」と感想を述べられる場面も。当日は
両陛下を一目見ようと、沿道などに延べ
13,000 人の市民らが集まりました。

実演販売の客役をつとめた生徒にお声掛けされる両陛下

手話での会話 お出迎えの様子
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まちの話題

皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの
情報を教えてください。
秘書広報課（☎227−6056）

お母さん　いつもありがとう
母の日のプレゼント　エコキャンドルづくり
　５月９日㈯、消費生活センターと中央児童館はエコ
キャンドルづくりを開催し、小学生 20 人が参加しまし
た。子どもたちは母親の好きな色を思い出しながら端
切れで空き瓶を飾り付けました。そこへ使用済みの天
ぷら油を入れ固め、色と香りをつけると素敵な母の日
のプレゼントが出来上がり！講師の青海万里子さん（金
沢エコライフくらぶ）は「いらなくなった天ぷら油も
せっけんやキャンドルに生まれ変わり再利用できるの
で、おうちの人とも作ってみてね」と話しました。「飾り付けが楽しかった」「明日ママにあげるのが楽しみ」と子どもたち。

世代を超えて支え合うまちへ 
平成 27 年度　協働プロジェクト全体会
　野々市市地域福祉計画・地域福祉活動計画における
協働プロジェクト全体会が５月 10 日㈰に情報交流館カ
メリアで行われました。金城大学社会福祉学部教授の
内慶瑞氏が「ヘルプといえるひと・まちづくり」と題し
て講演。その後、協働プロジェクトの進捗状況が報告
されました。回覧版を利用しての声掛け運動・地域の
ボランティアバンク作り・支え合いマップの作成・相
談窓口につなぐ人づくり・農園のあるひろば作りの計
５つの取り組みは、今後も継続して活動する予定です。

市制施行後初の国勢調査へ
第１回平成 27 年国勢調査
野々市市実施本部会議
　今年 10 月１日を調査期日に実施さ
れる国勢調査に向け、５月８日㈮に国
勢調査実施本部会議を開催しました。
会議に先立ち、粟市長と実施本部長の
田中副市長の手で、実施本部の看板が
掲げられました。粟市長は「住み続け
たいと思ってもらえるまちづくりのた
めには、国勢調査で市の正確な姿を把
握することが重要」と挨拶しました。
　今回の国勢調査では、スマートフォ
ンを含めたインターネットによるオン
ライン回答を先行実施します。学生な
どの若年層が、より手軽に回答できる
ようになると期待されます。

各プロジェクトから５人のパネリストが活動報告を行いました。

看板は、国勢調査の円滑な遂行を願い、粟市長が書きました。

爽やかなあいさつで一日の始まり
愛と和のひと声運動
　５月 12 日㈫、“ののいちっ子を育てる”市民会議と
市保護司会が主催する愛と和のひと声運動が始まりま
した。この運動は、あいさつを交わすことで地域の連
帯感を高めることや、明日の郷土を担う青少年のより
良い育成を目指して行われているもので、今年で 36 
回目となりました。
　出発式のあと、保護司や市民会議構成団体、保護者
らが学校前や市内７カ所の街頭で、登校する子どもた
ちとあいさつを交わしました。

３校目の協定締結大学
北陸先端科学技術大学院大学と協定を締結
　５月 13 日㈬、市は国立大学法人北陸先端科学技術
大学院大学と、包括連携に関する協定を締結しました。
今後は、大学が有する人的・知的資源を活用して、幅
広い分野で連携・協力することで、地域の活性化や課
題解決を実現していきます。
　調印式では、浅野哲夫学長が「行政の運営に参加し
ている研究科もあり、市の役に立てると考えています」
と挨拶し、粟市長は「協定締結をスタートとして大学
の知恵をお借りし、市を発展させたい」と話しました。

能美の里山でほっこりツアー
カメリアパル親子体験塾！新緑の里山へ
　４月 25 日㈯、市内親子 27 人が能美市瀧浪里山コー
スで散策を楽しみました。「能美の里山ファン倶楽部」
の皆さんが里山の野花や樹木、昆虫などを解説し、参
加者は興味津々。ヒメカンアオイの葉に産み付けられ
た、真珠のように輝くギフチョウの卵を見つけた子ど
もたちは、歓声をあげていました。
　昼食には、里山で獲れたイノシシのみそ汁に舌鼓。
クロモジの木を使った鉛筆づくりにも挑戦し、親子で
ゆったりと里山の春を感じる機会となりました。

“おはようございます”の声が校舎前に響いていました。

市外の大学と連携するのはこれが初めてとなります。

里山の魅力に触れ、親子で楽しいひとときを過ごしました。

いつまでも安全運転を
高齢者ドライビングスクール
　春の全国交通安全運動に合わせて５月 18 日㈪、市内
の 65 歳以上を対象とした交通安全講習が北鉄自動車学
校で行われました。これは春と秋に年２回、市交通安
全協会の主催により行われるもので、今回は 45 人が参
加しました。
　参加者たちは講義を受けた後、教習車に乗り込み校
内のコースを運転する実技指導を受けました。市交通
安全協会長の岡山芳英さんは「活動を通して高齢ドラ
イバーの交通事故防止につなげたい」と話しました。年の功より日ごろの自覚を！事故防止につとめましょう。
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いち
市内で活躍する人を紹介します。
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個人情報保護のため本人・ご家族の希望があったものを掲載しています

※住民基本台帳に記載されている数字です

H27. ４.16 〜 H27. ５.15 受付分

ののいちふれあい通信
8:00～8:30、18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch

ラジオ広報

テレビ広報

声で聴く「広報野々市」
問い合わせ 橋野 千恵子
（☎248-2521）

音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報野々市を録音したテー
プを作っています。また、地域ポータルサイト「ののいちタウン
情報局」でも、聞くことができます。目の見えない人だけでなく、
活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

えふえむ・エヌ・ワン

金沢ケーブルテレビネット

ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～7:00、11:15～11:55、16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

■ 4月末現在の人口（　）は前月比
人　口	 51,267 人	 （＋ 112）
　男	 26,056 人	 （＋ 59）
　女	 25,211 人	 （＋ 53）
世帯数	 22,490 世帯	 （＋ 99）

■ 4月中の人の動き
　転　入	 384 人
　転　出	 285 人
　出　生	 51 人
　死　亡	 38 人
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橋
町

河
端　
真ま
さ
と斗

め
ぐ
み
）
二
日
市
町

本
村　
大だ
い
智ち

正
利

有
希
）
本
町
３

河
田
日ひ

び

き
々
希

俊
樹

幸
穂
）
本
町
１

西
本　
周
し
ゅ
う
平へ
い

幸
平

美
穂
）
上
林
４

上
岡　
心こ
こ
菜な

雄
相

智
恵
美
）
新
庄
２

ズ
ベ
ル 

ワ
ル
ダ
ー

常
深　
由ゆ

莉り

泰
二

宏
美
）
徳
用
町

田
野　
芽め

生い

健
友
里
）
徳
用
町

坂
井　
璃り

乃の

貴
昴

静
里
奈
）
野
代
２

廣
瀨　
ま
こ

雄
一

聖
子
）
上
林
４

大
　
映は

瑠る

浩
史

優
子
）
御
経
塚
２

林　
　
琉
り
ゅ
う
空く

俊
多
美

さ
や
か
）
徳
用
町

西
村　
智ち

晶あ
き

　
　
　
瑛え
い
智ち

智
之

智
美
）
本
町
５

寺
澤　
綾
り
ょ
う
馬ま

誠
春
香
）
上
林
４

高
木　
奈な

な々

政
和

好
美
）
堀
内
５

北
村　
竜
り
ゅ
う
聖せ
い

外
志
夫

奈
津
子
）
三
日
市
町

谷　
　
歩ほ

築づ
き

清
隆

麻
起
子
）
徳
用
町

松
本　
瑛え
い
太た

泰

真
由
美
）
御
経
塚
２

牧
田　
橙と
う
子こ

聡
用
子
）
堀
内
５

伊
藤　
旺お

と翔

洋
樹

由
美
）
三
日
市
町

河
合　
凪な
ぎ
汰た

真
治

学
美
）
粟
田
２

　
「
少
し
で
も
人
が
ス
ポ
ー
ツ

を
や
る
よ
う
手
助
け
で
き
れ

ば
」
と
日
々
活
動
し
て
い
る
の

は
、西
野
辰
雄
さ
ん
。
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
と
し
て
、
さ
わ
や

か
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

や
じ
ょ
ん
か
ら
の
里
マ
ラ
ソ
ン

大
会
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
楽
し
む
こ
と
か
ら 

　

も
と
も
と
自
分
が
ス
ポ
ー
ツ

好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ

の
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
全

く
運
動
を
し
な
い
人
も
い
ま
す

が
、
ま
ず
は
楽
し
む
目
的
で
、

気
軽
に
や
っ
て
み
よ
う
と
伝
え

て
い
ま
す
。
楽
し
さ
を
き
っ

か
け
に
運
動
を
す
る
人
が
増
え

て
、
健
康
の
増
進
に
つ
な
が
る

と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
後
に
「
楽
し
か
っ
た
」
と

い
う
声
を
聞
く
と
、
や
っ
て
よ

か
っ
た
と
感
じ
ま
す
ね
。

自
分
も
現
役
選
手
！

　

私
自
身
も
現
役
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
選
手
で
す
。
人
に
教

え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
自
分
の

体
が
動
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
大
会
に
向
け
て
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
は
、
活
動
の
た
め
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

若
い
力
が
必
要

　

今
後
は
、
若
い
人
を
委
員
に

加
え
て
育
て
て
い
き
た
い
で

す
。
今
ま
で
の
活
動
を
今
後
に

伝
え
残
し
て
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ

推
進
の
活
動
が
続
い
て
い
く
よ

う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
自
分
自
身
も
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
手
と
し
て
、
生
涯
現

役
を
貫
く
こ
と
が
目
標
で
す
。

プロフィール
名前　にしの たつお
誕生日　３月１日
出身地　志賀町
野々市に住んで約 40 年
趣味　�スポーツ（特にソ

フトボール）、釣り

西野　辰雄さん
（二日市町）

　今では珍しくなった田植え枠を使
い、田植えをする人がいると聞いて
取材しました。朝５時台から作業は
スタート。枠を手で転がし、跡をつ
けていきます。だんだんと泥が付い
て重くなる枠、抜けなくなる長靴…
額には汗がにじみます。話を聞くと
事前にマス目の大きさに合わせて寸
法を測り、田んぼに目印の糸を張っ
ていたそうです。昔ながらの農業の
大変さを目の当たりにしました。

スポーツ推進委員として、
市民の心身の健全な発達と
明るく豊かな生活を促進

【
お
わ
び
と
訂
正
】

　
広
報
野
々
市
５
月
号
11
ペ
ー
ジ
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
「
市

内
保
育
園
２
カ
所
が
開
園
」
の
中
で
紹
介
し
た
美
郷
保

育
園
の
住
所
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。「
北
西
部
土
地

区
画
北
１
１
４
街
区
１
番
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
正
し

く
は
「
北
西
部
土
地
区
画
１
１
４
街
区
１
番
」
で
す
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（問題は 10 ページ）

【第 1 問】Ｃ　５つ
平成 26 年度は、５つの団体が提案型協働事業に取り組みまし
た。現在、平成 27 年度の事業案を募集中！あなたも、市のま
ちづくりに取り組んでみませんか？

【第 2 問】Ｂ　インターネットによるオンライン回答
今回の調査から、スマートフォンを含むインターネットによる
オンライン回答が先行調査として導入されました。従来よりも
手軽に回答できます。ぜひ活用しましょう。

【第 3 問】Ａ　北陸先端科学技術大学院大学
市と大学との間の協定は金沢工業大学、石川県立大学に次いで
３校目となり、市外の大学と協定を結ぶのは初めてとなります。

野々市検定回答

カ
ー
ン 

ム
ハ
ン
マ
ド 

ズ
ベ
ル

ジ
ャ
ウ
ェ
ド 

マ
リ
ー
ハ

下
林
４

）
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コミュニティバス「のっティ」に乗って、ぶらり市内探訪。

藤

　平

のっティで巡る

ののいち探訪36

　錦橋八幡神社の創立は詳らかではない

ですが、弘
こうあん

安 5 年（1282）の神主岡本

越前守の文書によると、このころすでに

鎮座されていたと記されています。神社

は当初、八幡社と呼ばれていましたが、

1879 年（明治 12）に本殿と拝殿が新築

された際、鎮座地が「キンキョウ」と呼

ばれていたため現社名に改称されました。

　また、境内には盤
ばんもちいし

持石と呼ばれる石が

あります。当時の人は、この石を持ち上

げて吉凶や願い事の成
じょう

就
じゅ

を占ったり、後

に、娯楽や鍛
たん

錬
れん

のための力試しとして使っ

たと伝えられています。

　神社総代の藤垣さんにお話を聞きまし

た。

　「子どものころは公園などはなく、外で

遊ぶとなったらもっぱら神社でした。境内

でかくれんぼをしたり、また昔は鉄棒やブ

ランコがあって、みんなで楽しく遊んだ記

憶があります」

藤平（南部ルート⑩）

　錦橋八幡神社の境内には以前、祠
ほこら
があり、菅

すが
原
わら
道
のみち
真
ざね
（天神様）が祀

まつ
られていま

した。しかし、1950年（昭和25）の台風で倒壊し、破損が著しいことから本殿へ
合祀したと伝えられています。（バス停「藤平」から徒歩1分）

以前は８軒しかなかった町
内の軒数も、現在は 30 軒
ほどになりました。家が建
ち、新しい道路もでき、環
境は変わってきましたが、
これからも変わらずに、こ
の地域を大切にしていきた
いと思います。

藤垣　健一さん

案内人

錦
きんきょう

橋八幡神社
（藤平）

境内には盤持石が3つあります。

神社は野々市南交番の
真横！


